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長野県市長会６月定例会 

 

令和元年６月 11日（火） 

午後３時 30分 

都市センターホテル ５階 スバル 

 

１ 開 会 

（前島事務局次長） 

定刻になりました。ただ今から長野県市長会６月定例会を開会いたします。はじめ

に加藤会長からご挨拶をお願いいたします。 

 

２ 会長あいさつ 

（加藤会長） 

皆さん、こんにちは。今日は、それぞれお忙しい中、県市長会にご出席をいただき

まして、お礼を申し上げたいと思います。去る、４月 14日に今井敦様が茅野市長に当

選されました。誠におめでとうございます。 

また、４月の県市長会総会、北信越市長会総会におきまして、ご審議いただきまし

た国の施策に関する議題・決議等につきましては、本日の分科会、そして、明日の全

国市長会議におきまして審議されることとなっておるわけでございます。 

５月 28日に開催されました「第 17回 県と市町村との協議の場」におきまして、

「新たな森林管理システム等の円滑な導入」と「高齢者の活躍の促進について」をテ

ーマに議論を行っています。また、その他には「自治体の広域連携に関する懇談会」

の設置等についての報告がございました。 

その終了後におきまして、知事と、市長会・町村会から出席した皆さんで、「しあわ

せ信州 生涯活躍応援宣言」ということで署名を行うことができました。ご存じのよ

うに、昨年の９月、75歳から高齢者と呼ぼうと菅谷松本市長と私で共同提言をいたし

ました。これは、年齢、性別に関係なく活躍できる社会を目指すということです。そ

れが、このように発展をしたわけでございます。 

また、６月３日には、長野県関係国会議員との懇談会が開催されました。阿部知事は

じめ、県内主要６団体の代表と共に懇談を行いました。懇談項目につきましては、かね

がね市長会から国や県に対し要望を行っている項目も数多くあったわけでございまし

て、活発なご意見が出されました。なお、この懇談会に先立ちまして、「令和２年度国

の施策並びに予算に対する提案・要望」といたしまして、厚労省、農水省、国交省等へ

提案・要望書を手渡してまいりました。 

さて、ご承知のように、2020東京オリンピックの聖火リレーが３月 26日に福島県か

ら出発ということが決まったわけでございます。長野県におきましても、４月２日には、
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軽井沢から出発いたしまして長野、４月３日におきましては飯田市から出発をいたしま

して松本市と、こういう予定で発表されたわけでございます。長野県 77 市町村あるわ

けでございますが、聖火リレーの通る所は 14 市町村ということでございます。松本市

長とお話しをさせていただきまして、長野と松本でセレブレーションがありますので、

全県的に一緒に各市町村全員が、それぞれの所でうまく対応していただいて盛り上げよ

うと、そのような企画をこれからさせていただきたいと思いますので、是非よろしくお

願いをしたいと思います。 

本日は、定例会終了後、総務省自治財政局調整課長、福田毅さんをお招きいたしま

して、「令和元年度 各府省主要施策の概要等について」と題しまして、ご講演をいた

だく予定でございますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、ひとつよろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

３ 当選市長紹介 

（前島事務局次長） 

ありがとうございました。続きまして、ただ今、会長のご挨拶にもありましたが、本

年４月に開催いたしました市長会総会以降に、ご就任されました市長様をご紹介いたし

ます。 

４月 14 日告示の茅野市長選挙におかれまして、初当選を果たされました、今井敦茅

野市長様でございます。恐れ入りますが、その場で一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

（今井茅野市長） 

皆さん、こんにちは。ただ今、ご紹介をいただきました、この春から茅野の市長に

就任させていただいております、今井敦と申します。どうぞよろしくお願いをいたし

ます。なにぶん新参者で、また、若輩者でございます。先輩の市長さんの皆様方か

ら、いろいろとご指導賜りたく、そんなふうに思っておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。ありがとうございます。 

 

（前島事務局次長） 

ありがとうございました。お世話になります。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日の定例会でございますけれども、例年同様、会議録をホームページで公開する会

議としております。事務局において作成いたしました会議録を、出席者の皆さま等に、

ご確認をいただいた後に、ホームページに掲載させていただいておりますので、ご承知

おきお願いいたします。 

それでは、会議に入らせていただきたいと思います。慣例によりまして、加藤会長

に座長をお願いします。 
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４ 会 議 

（１）会務報告 

（加藤会長） 

それでは、早速、会議に入りたいと思います。 

初めに、(１)「会務報告」について、事務局からご説明をお願いしたいと思いま

す。 

 

（青木事務局長） 

事務局長の青木でございます。着座にて、説明をさせていただきます。 

まず、資料の１、会務報告でございます。会長からもご報告がございまして、この後、

協議いただく事項もございますので、私から簡潔にお話しをさせていただきたいと思い

ます。総会は、４月 18 日でございました。審議事項といたしましては、第２にありま

す、各市からの提出議題９件、それから第３の副市長・総務担当部長会議送付議題につ

きましては、２ページにかけましての全体で 23 件でございます。処理経過欄をご覧い

ただきますと、処理経過となってございますので、ご承知おきいただければと思ってお

ります。 

おめくりをいただきまして、３ページでございます。第４の事務局提出議題につきま

しては、長野県市長会役員の改選等をご協議いただいたところでございます。市長会か

ら選出いたしました各種団体役職について、５ページまで記載のご決定をいただいたと

ころでございます。 

それから、第５の県からの施策説明、６ページ上段のとおり、知事との懇談会の機会

を持たせていただきました。その後の役員会はご覧をいただいているとおりでございま

す。 

３の北信越市長会の関係でございます。本会からの提出議題は、全て原案のとおり採

択をされまして、全国市長会に提出をされているところでございます。 

７ページに記載の２の決議の上段のところでございますが、５つの決議が全て原案の

とおり採択されて、同じく市長会に提出してあるところでございます。 

また、第３にありますように、次期北信越市長会総会でございますが、新潟県十日町

市におきまして、10 月 10 日から 11 日に開催となります。どうぞよろしくお願いを申

し上げます。 

４の全国市長会は、記載のとおりでございます。 

６の県と市町村との協議の場は、今ほど会長からもお話がありました。これにつきま

しては、資料で後ほど説明をさせていただきたいと思います。８の長野県国会議員との

懇談会につきましても、後ほど別途報告をさせていただきたいと思います。 

次に、９ページから 11 ページにかけましての大きいⅡでございます。要請・要望活

動でございます。これも先ほど会長からお話がございましたとおり、５月 28 日、正副



4 

 

会長から知事、県議会、自民党県連及び国民民主党・立憲民主党県連、公明党県本部に

対しまして、それぞれ要望、あるいは陳情を行わせていただいたところでございます。 

それから、11ページのⅢの慶弔等、12ページ以下のⅣの関係団体役員等の推薦又は

委嘱の関係ですが、市長さん方に関係するもの、それから職員の皆様の選出に関わる

ご報告等で、16ページまでそれぞれ記載をさせていただいているとおりでございま

す。恐縮でございますが、ご覧をいただきたいと思います。簡単ではございますが、

会務報告については以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

 

（加藤会長） 

はい、ありがとうございます。ただ今の説明に対しまして、皆様のほうからご意

見、ご質問がございましたら、お願いしたいと思います。 

 

（異議なしの声あり） 

 

（加藤会長） 

よろしいですか、ありがとうございます。それでは承認することとしたいと思いま

す。 

 

（２）協議事項 

市長会から選出する各種団体等の役職について 

（加藤会長） 

続きまして、(２)「協議事項」に移りたいと思います。「市長会から選出いたします

各種団体等の役職について」でございます。これも事務局から、ご説明をお願いした

いと思います。 

 

（青木事務局長） 

はい、それでは資料の２をご覧いただきたいと思います。市長会から選出する各種団

体等の役職についての案でございます。まず、大きな１番、長野県から要請されている

ものでございまして、(１)の会長が就任するものといたしまして、長野県総合計画審議

会委員、長野県信用保証協会理事がございます。 

それから(２)の各部会の部会長以下部会員が就任するものです。まず、総務文教部会

所管でございますが、長野県消費生活審議会委員に宮澤安曇野市長さん。社会部環境部

会所管につきまして、長野県国民健康保険審査会委員に足立飯山市長さん、長野県医療

審議会委員に今井岡谷市長さん。経済部会所管で長野県食と農業農村振興審議会委員に、

小泉小諸市長さん。おめくりをいただきまして、長野県森林審議会委員に同じく小泉小

諸市長さん、みんなで支える森林づくり県民会議委員に今井茅野市長さん。部会所属に
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よらないもの、これは推進地域が限定されるものということでございますが、長野県公

営企業経営審議会委員に岡田千曲市長さん、白鳥伊那市長さんに引き続きお願いをした

いと思っております。 

それから、大きな２です。各種団体等から要請されているものでございますが、まず、

会長が就任するものといたしまして、長野県地方税滞納整理機構副広域連合長、長野県

社会福祉協議会理事、日本赤十字社長野県支部副支部長でございます。副会長に就任を

お願いするものといたしまして、長野県地方税滞納整理機構の議会議員ということで、

牛越大町市長さんにお願いいたします。 

(３)の各部会の部会長以下部会員が就任するものでございます。まず、総務文教部

会所管でございます。長野県市町村電子自治体推進委員会委員に、記載の５人の市長

さん方にお願いをさせていただくものでございます。それから、経済部会所管でござ

います。長野県原種センター理事に小泉小諸市長さん、長野県林業労働財団理事に今

井茅野市長さん。危機管理建設部会所管といたしまして、長野県住宅供給公社理事に

栁田佐久市長さん、長野県建設技術センター評議員に池田中野市長さんにお願いする

ものでございます。 

資料２は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

（加藤会長） 

ありがとうございます。ただ今の説明につきまして、ご意見ご質問ございました

ら、お願いしたいと思います。 

 

（異議なし） 

 

（加藤会長） 

よろしいでしょうか。それでは、異議がないようでございますので、事務局案を承

認させていただきまして、各市長におかれましては、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 

（３）報告事項 

ア 長野県関係国会議員との懇談会について 

イ 第 17回「県と市町村との協議の場」について 

ウ 第 145回総会開催市について 

（加藤会長） 

次に、(３)「報告事項」に移りたいと思います。アの「長野県関係国会議員との懇

談会について」、イの「第 17回『県と市町村の協議の場』について」、ウの第 145回総

会開催市について、一括して事務局からご説明をお願いします。 
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（青木事務局長） 

それでは、一括して私のほうからご説明させていただきます。時間の関係もございま

すので、詳しくは申し上げませんので、ご了解願いたいと思います。 

まず、資料３の長野県関係国会議員との懇談会でございます。６月３日、都道府県会

館におきまして、３の出席者のとおりでございますが、長野県市長会からは会長にご出

席をいただいております。 

懇談内容につきましては、県政の重要課題ということでございますが、別添に「令和

２年度国の施策並びに予算に対する提案・要望」ということでお付けをしてございます

Ａ４横の資料でございまして、ご覧をいただきますと、目次が載ってございますけども、

提案・要望事項一覧の、１の「安定的な財政運営に必要な地方財源確保・充実について」

からおめくりをいただきまして、22の「保育・幼児教育の質の向上について」まで、22

項目にわたりましての提案・要望事項となっているところでございます。 

５のその他でございますが、懇談会に先立ちまして、先ほども会長から触れていただ

きましたように、記載の４つの省庁へ、六団体の代表から提案・要望を実施させていた

だいてございます。大変恐縮でございますけども、内容につきましては、後ほどお目通

しをいただければというところでございます。なお、その他の項目につきましては、県

の職員が関係省庁に要請を行っておりますので、併せてご承知おき願いたいと思ってお

ります。 

それから、資料の４にまいりたいと思います。これも会長からお話がございました、

第 17回となります「県と市町村との協議の場」でございます。５月 28日、県庁で行わ

れました。本会からは、正副会長と３人の理事、今井岡谷市長、花岡東御市長、栁田佐

久市長さんにご出席をいただいたところでございます。議事の内容といたしましては、

意見交換と報告事項、それぞれ記載のとおりでございますが、ここで恐れ入りますが、

協議の場での確認事項について、念のため 33 ページをお開きいただきまして、ご確認

をいただきたいと思います。最後のページでございます。 

長野県と市長会、町村会での確認事項ということでございまして、１の意見交換テー

マについては、次のとおり対応するということで、新たな森林管理システムの円滑な導

入につきましては、県と市町村が圏域ごとに推進体制等に関する具体的な議論を進める

ということ。それから、都市との連携による税の活用につきましては、県と市町村が都

市部の自治体に対して効果的な働き掛けを行う、この２項目でございます。 

高齢者の活躍の促進については、先ほども会長のほうからご説明があったとおりでご

ざいます。 

２の報告事項につきましては、次のとおり対応するということで、資料説明できる時

間がございません。恐縮でございますが、まず、ごみ排出量の削減に向けた取組状況に

ついて、了承をいただいたところでございます。それから「自治体の広域連携に関する
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懇談会」の設置についても、了承をいただいたところでございます。なお、この関係に

つきましては、資料のほうをご確認いただきたいと思います。 

自治体の広域連携に関する懇談会の設置、資料の４でございまして、29 ページをお

開きいただきたいと思います。若干、お目通しをいただきたいと思います。１の趣旨は

記載のとおりでございますが、２の構成員にございますように、市のほうでは副市長５

人程度、町村では副町村長 10 人程度、県では企画振興部長以下の記載のメンバーとい

うことす。事務局は、市長会と町村会の共同事務局ということです。取組内容の想定と

いたしましては、これまでの広域連携との取り組みの検証、市町村の状況、意向の把握、

対象とする行政分野、連携方策の選定、研究等でございます。 

５にございますように、議論内容の取り扱いについては、基本的には会議体としての

意見集約や成果の取りまとめは想定しておりませんけれども、適宜、協議の場において

議論の内容を報告し、協議の材料とするというような位置付けでございます。今後、市

側からの副市長さんの選定作業を、会長さん等とも相談をさせていただく中で、順次進

めさせていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

最後に、報告事項の三つ目でございますけれども。資料はございませんが、定例会

の次第のほうに若干、書かせていただいてございます。３の報告事項のウでございま

す。145回総会につきましては、開催市を上田市さんにお願いすることとされており

まして、８月 22日の木曜ということで開催の予定でございます。市長さん方のあらか

じめの予定をお願いするとともに、上田市さんには大変お世話になりますが、どうぞ

よろしくお願い申し上げたいと思います。 

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

（加藤会長） 

ありがとうございます。ただ今、アからイにつきまして説明をさせていただいたわ

けでございますが、皆さんのほうから、ご意見、ご質問がございましたらお願いした

いと思います。 

 

（異議なし） 

 

（加藤会長） 

よろしいでしょうか。特段ないようでございますので、本件につきましては、ご了

承いただいたものといたしたいと思います。 

 

５ その他 

（加藤会長） 

次に、その他に移りますけど、皆さんのほうから、何かご意見ございますでしょう
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か。ありがとうございます。ないようでございますので、定例会の議事を終了したい

と思います。ありがとうございました。 

 

（青木事務局長） 

１点、事務局からでございます。資料に若干付けさせていただいております。県の環

境部のほうから、既に６月８日付けで、資料の６でございますけども、各市の担当部局

のほうへ連絡をさせていただいているようでございますが、この「長野宣言にご賛同く

ださい」というペーパーでございます。実は、日程的に非常にタイトでございまして、

６月 13 日までにご賛同いただきますと、その一覧が環境大臣に G20 に合わせまして、

知事等々から手交予定ということでございます。ご確認をいただきまして、ご協力のほ

どよろしくお願い申し上げます。 

今一つ、テーブルの上に、地域の防災・減災と低炭素化を同時実現するうんぬんと

いうことでの推進事業ということで資料をお配りさせていただいております。環境省

でございます。これは、前副知事の中島さんから情報提供があったもので、現在、環

境計画課で公募されている事業とのことでございまして、これを 19市の市長さんのほ

うに、ご案内いただきたいということでございましたので、よろしくお願い申し上げ

ます。あと、細かいことは事務局へお願いします。 

 

６ 閉 会 

（前島事務局次長） 

どうもお疲れさまでございました。この後、４時 15 分から講演会、その後、５時半

から会場７階の 704にご移動いただきまして、懇親会を行いたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 


